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1.  平成24年3月期の連結業績（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 14,457 △9.9 △290 ― △306 ― △378 ―
23年3月期 16,044 2.9 165 ― 101 ― △396 ―

（注）包括利益 24年3月期 △536百万円 （―％） 23年3月期 △1,071百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

24年3月期 △16.03 ― △7.7 △2.0 △2.0
23年3月期 △16.79 ― △7.0 0.6 1.0

（参考） 持分法投資損益 24年3月期  △0百万円 23年3月期  △3百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期 13,945 4,613 33.1 195.35
23年3月期 16,671 5,149 30.9 218.07

（参考） 自己資本   24年3月期  4,613百万円 23年3月期  5,149百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

24年3月期 197 △449 △2,057 2,140
23年3月期 301 581 △788 4,449

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
24年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
25年3月期(予想) ― 2.00 ― 2.00 4.00 ―

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 7,140 △1.6 140 ― 130 ― 200 ― 8.47
通期 14,400 △0.4 260 ― 230 ― 320 ― 13.55



※  注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期 24,745,848 株 23年3月期 24,745,848 株
② 期末自己株式数 24年3月期 1,130,322 株 23年3月期 1,129,985 株
③ 期中平均株式数 24年3月期 23,615,343 株 23年3月期 23,618,037 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成24年3月期の個別業績（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 12,664 △9.3 △335 ― △303 ― △361 ―
23年3月期 13,967 4.2 108 ― 90 ― △279 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

24年3月期 △15.29 ―
23年3月期 △11.85 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期 13,512 4,633 34.3 196.20
23年3月期 16,140 5,152 31.9 218.18

（参考） 自己資本 24年3月期  4,633百万円 23年3月期  5,152百万円

2. 平成25年 3月期の個別業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終
了していません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社と
してその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、予想数値に関する事項は、添付
資料の３ページ目をご参照ください。 

売上高 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 6,200 △2.2 80 ― 100 ― 4.23
通期 12,500 △1.3 120 ― 160 ― 6.78
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（当期の経営成績） 

当連結会計年度におけるわが国経済は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災の影響による生産

活動の停滞や個人消費の低迷により、一時的に大きな打撃を受けたものの、サプライチェーンの復旧と

消費マインドの回復に伴い、緩やかに上昇してまいりました。しかしながら、欧州の財政不安や円高、

タイの洪水等の影響により、景気動向は依然として不透明な状況で推移いたしました。 

 印刷業界におきましては、受注競争の激化による単価下落や紙媒体の電子化に伴う印刷物需要の低迷

により、引き続き厳しい経営環境となりました。 

 このような状況の中、当社グループは確固たる経営基盤を確立すべく、早急に対処すべき課題である

「企画提案力・新規開拓力の強化」、「材料調達から物流に至るトータルでのコストダウン」、「駐車

場事業の立て直し」に注力してまいりました。 

 印刷事業におきましては、営業面では、お客様のニーズを的確に捉え、売上拡大と利益向上を図るた

め、継続課題であるマーケティング力強化に取り組んでまいりました。また、新領域、新市場の開拓を

促進するため、ＡＲ（拡張現実）技術を応用した当社独自の「ＡＲmailサービス」による新たな提案活

動を展開するとともに、ＥＣ（電子商取引）サイトの運営強化を図ってまいりました。 

 製造面では、お客様の課題に対して最適なソリューションを提供できるよう、高画質と高速に強みを

持つ次世代型デジタル印刷機を核にしたデジタルプリントラインの構築を進めてまいりました。 

また、市場競争力を強化するため、引き続き生産性向上による内製化促進、物流の最適化等製造原価の

低減に取り組んでまいりました。 

 駐車場事業におきましては、優良事業地の新規開拓を促進するとともに、稼働率の向上を目指し、既

存事業地のリニューアルを推進してまいりました。また、収益力を強化するため、不採算事業地からの

撤退、きめ細かな料金設定の変更、地代の見直しやカーシェアリングへの車室転貸しの拡大等に取り組

んでまいりました。 

 以上のような施策に取り組んでまいりましたが、東日本大震災による広告宣伝の自粛やタイの洪水の

影響等による売上減少を取り戻すことができず、当連結会計年度の売上高は144億５千７百万円とな

り、前期に比べ9.9％の減収となりました。利益面では、営業損失２億９千万円（前期は営業利益１億

６千５百万円）、経常損失は３億６百万円（前期は経常利益１億１百万円）、当期純損失は３億７千８

百万円（前期は当期純損失３億９千６百万円）となりました。 

 なお、当社グループの印刷事業につきましては、売上高126億４百万円（前期比9.9％減）、営業損失

４億１百万円（前期は営業利益１億２千６百万円）となりました。一方、連結子会社㈱ミウラクリエイ

トが運営しております駐車場事業につきましては、売上高17億６千７百万円（前期比13.3％減）、営業

利益９千万円（前期比136.8％増）となりました。 

１．経営成績

（１）経営成績に関する分析
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（次期の見通し） 

わが国経済は、内需を中心に緩やかな景気回復の動きが続くことが予想されますが、欧州の財政金融

危機や原油価格上昇などの景気への影響が懸念され、予断を許さない状況が続くものと思われます。 

 印刷業界におきましては、材料費の値上がりや電気料金の引き上げ、得意先企業の広告宣伝費の縮小

等により、事業環境はなお一層厳しさを増すことが予想されます。 

 このような環境の中、当社グループは３ヵ年の中期経営計画「チェンジ＆チャレンジ」の最終年度に

あたる本年は、至上命題である黒字転換を果たすため、「新生三浦印刷」を目指し、コンサルタントの

協力を得て事業の再構築を図ってまいります。また、社内ベンチャー制度を立ち上げ、企業風土の活性

化を図り、新規事業の創出を進めてまいります。 

 印刷事業におきましては、組織の総合力をより一層発揮するため、世代交代、若手の抜擢に主眼を置

いた組織人事改革等を実施することで、営業力の強化と生産性向上や人件費をはじめとする諸経費の削

減を図り、経営基盤を安定させてまいります。 

 営業面では、課題である新規開拓力の強化に向け、新規開拓特化部門を新設いたしました。また、お

客様ニーズの変化に対応するため、現在社内に有しているＩＴ関連のリソースを集約し、「ＩＴソリュ

ーション部」を設置いたしました。ＡＲ（拡張現実）技術を応用した当社独自の「ＡＲmailサービス」

の展開強化と商業施設の各種データ分析システム「ルックモール」の拡販に注力するとともに、新たな

サービスの創出に取り組んでまいります。 

 製造面では、短納期・高付加価値のソリューションをお客様に提供するため、デジタルプリントライ

ンの拡充を進めてまいります。また、業務プロセスの最適化を図り、コストダウンをもう一段進めるた

め、材料調達から物流までを一元的にコントロールする機能を、製販一体となって構築してまいりま

す。 

 財務面におきましては、引き続き積極的に財務体質強化に取り組んでまいります。具体的には、投資

有価証券をはじめとする保有資産を見直してスリム化を図り、創出した資金を有利子負債圧縮や戦略的

投資へ充当してまいります。 

 駐車場事業におきましては、引き続き優良事業地の開拓、既存事業地のリニューアルやきめ細かな料

金設定変更、カーシェアリングへの車室転貸しを推進するとともに、事業地遠隔通信システムデータの

活用を促進し、収益構造の強化を図ってまいります。 

 以上を踏まえて、当社グループの平成25年３月期の通期の業績見通しは、売上高144億円、営業利益

２億６千万円、経常利益２億３千万円、当期純利益３億２千万円となる見込みであります。 

  

  （資産、負債及び純資産の状況） 

当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度に比べ27億２千６百万円の減少となり、139億４千５

百万円となりました。これは主に、現金及び預金の減少等によるものであります。 

 負債の部では、前連結会計年度に比べ21億８千９百万円の減少となり、93億３千２百万円となりまし

た。これは主に、長期借入金及び１年内償還予定の社債の減少等によるものであります。 

 純資産の部では、前連結会計年度に比べ５億３千６百万円の減少となり、46億１千３百万円となりま

した。これは主に、利益剰余金及びその他有価証券評価差額金の減少等によるものであります。この結

果、自己資本比率は33.1%となりました。 

  

（２）財政状態に関する分析
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    （キャッシュ・フローの状況） 

当連結会計年度末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度と比較して23億９百万円の減少となり、

21億４千万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、１億９千７百万円の収入となりました。 

これは主に、税金等調整前当期純損失、減価償却費の計上及び売上債権の減少によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、４億４千９百万円の支出となりました。 

これは主に、有形固定資産の取得による支出及び投資有価証券の売却による収入によるものでありま

す。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、20億５千７百万円の支出となりました。 

これは主に、長期借入金の返済及び社債の償還によるものであります。  

  

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 
※自己資本比率 ： 自己資本／総資産  

 時価ベースの自己資本比率 ： 株式時価総額／総資産  

 キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ： 有利子負債／営業キャッシュ・フロー  

 インタレスト・カバレッジ・レシオ ： 営業キャッシュ・フロー／利払い  

 １．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。  

 ２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。  

 ３．営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用してお 

   ります。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象と 

   しております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

  

当社グループの配当政策は、財務体質と経営基盤の強化を図りながら、株主の皆様に安定的かつ継続

的な利益還元を行うことを基本方針にしております。  

 内部留保資金につきましては、主力事業である純印刷分野及び拡印刷事業等の充実・拡大のための設

備投資と、新製品・新技術の研究開発及び新規事業展開を図るための投資に優先的に配分し、企業価値

の向上を目指してまいります。  

 当期末の配当につきましては、業績と今後の経営環境などを勘案し、誠に遺憾ながら見送ることとさ

せていただきました。また、次期の配当につきましては、中間配当金２円00銭、期末配当金２円00銭の

年間配当金１株当たり４円を予定しております。 

  

平成21年３月期 平成22年３月期 平成23年３月期 平成24年３月期

自己資本比率 （%） 39.0 32.5 30.9 33.1

時価ベースの自己資本比率
（%）

33.7 22.6 15.7 15.2

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率（年）

4.6 121.4 26.9 30.7

インタレスト・カバレッジ・
レシオ（倍）

9.4 0.4 1.4 1.1

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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当社グループの経営成績及び財務状況等に影響を及ぼす可能性のあるリスクにつきましては、以下の

ようなものがあります。  

 なお、文中における将来に関する事項につきましては、当連結会計年度末現在において、当社グルー

プが判断したものであります。  

 ①受注単価の変動  

   商業印刷物の受注は景気の動向に左右される傾向が強く、受注単価も変動いたします。  

  印刷業界におきましては、競争激化による受注単価下落が継続し、依然として厳しい経営環境 

  が続くものと思われます。  

 ②用紙価格の変動  

   印刷の主要材料であります用紙の単価が上昇し、得意先に対して価格転嫁ができない場合に 

  は、業績に影響を及ぼす可能性があります。  

 ③特定取引先への依存  

   当社グループは、いくつかの特定取引先の売上に占める割合が高い傾向にあります。  

  このような取引先との関係が強みであると考えておりますが、今後特定取引先の経営成績や取 

  引方針によっては業績に影響を及ぼす可能性があります。  

 ④売上債権  

   当社グループでは与信管理の強化に努めておりますが、得意先の倒産などによる貸倒れが生 

  じた場合、当社グループの業績及び財政状態に影響を与える可能性があります。  

 ⑤顧客情報管理  

   当社グループは事業の一環として、製品情報や顧客リストなど得意先の機密情報をお預かり 

  しております。  

   当社はプライバシーマークを取得しており「情報を保護する」という個人情報保護マネジメ 

  ントシステム(ＰＭＳ)を全社員が遵守しておりますが、万一、情報が漏洩した場合には、企業 

  としての信頼や得意先を失い、事業活動に影響を及ぼす可能性があります。  

 ⑥災害の発生  

   製造設備等の主要施設には防火や耐震対策等を実施しておりますが、災害等により物流の断 

  絶など社会インフラに重大な被害を受け、臨機応変な生産体制が維持できない場合には、業績 

  に影響を及ぼす可能性があります。 

  

（４）事業等のリスク
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  当社グループは、三浦印刷㈱(当社)及び子会社２社並びに関連会社１社で構成されております。主な事

業は商業宣伝物を中心とした各種印刷物全般の製造販売を内容とし、さらにクロスメディア化に対応する

事業開発及びその他のサービス等の事業活動を展開しております。 

  当社グループの事業に係る位置付け及び事業の種類別セグメントとの関連は、次のとおりであります。

なお、事業の種類別セグメントと同一の区分であります。 

  

(1) 印刷事業 

 商業印刷物………当社が製造販売しております。 

         なお、一部作業工程については、連結子会社ミウラテック㈱が行っております。 

 その他……………当社の物流業務については、連結子会社ミウラテック㈱が主として行っておりま 

                  す。 

(2) 駐車場事業 

    連結子会社㈱ミウラクリエイトが当社グループの事業多角化を推進しており、時間貸し駐車場事 

  業等を行っております。 

(3)その他 

  不動産賃貸事業等を行っております。   

  

  [事業系統図] 

  以上述べた事項を系統図によって示すと次のとおりであります。 

  

 

２．企業集団の状況
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当社グループは、「全従業員の物心両面の幸福を追求するとともに、お客様に心から満足いただける

製品・サービスを提供し、明日の豊かな社会づくりに貢献する」を経営理念に掲げ、企業経営を行って

おります。今後もこの理念のもと、家族、お客様、社会に誇れる会社を目指し、企業価値の向上に努め

てまいります。  

  

当社グループは平成22年４月より３ヵ年中期経営計画「チェンジ＆チャレンジ」をスタートさせ、

「情報・文化を事業ドメインとして、お客様に喜びと感動を与え、“信頼度ナンバーワン企業”を目指

す」を経営ビジョンとし、確固たる経営基盤の確立に注力しております。 

 ３ヵ年計画の最終年度となる本年は、コンサルタントの支援を得て、今後の最重要課題である事業の

再構築に向け、「お客様の信頼と満足」を第一の行動指針として、以下の課題に取り組んでまいりま

す。 

①印刷事業の再構築 

 当社の強みを活かせる重点領域の絞り込みを進め、経営資源の集中投下を行うと同時に、弱みを補完

するため、社外リソースとの連携を積極的に推進してまいります。 

②営業力の強化 

 お客様のニーズに対して最適な提案ができるよう、マーケティング力の一層の向上に向け、営業戦

略、企画、制作部門を再編いたしました。中長期的視点で、プロモーションや営業活動の質を向上さ

せ、お客様とのパートナーシップを高めてまいります。 

③事業領域の拡大 

 今後の成長基盤を確立するため、ＩＴソリューション分野における新たなサービスの開発を進めると

ともに、社内ベンチャー制度を活性化させ、新規事業の創出に向けた積極的な投資を行ってまいりま

す。 

④駐車場事業の更なる拡大 

 優良事業地への投資を強化し、売上拡大を図るとともに、既存事業地のリニューアルや事業地特性に

合わせたきめ細かな料金設定変更を促進し、収益力強化を図ってまいります。 

⑤収益力の強化 

 厳しい経営環境の中、適正な利益を創出するため、生産性向上によるコストダウンを推進するととも

に、利益管理体制の一層の強化を進め、市場競争力の向上に努めてまいります。 

⑥財務体質の改善 

 投資有価証券をはじめとする保有資産の売却を進め、それにより創出した資金を有利子負債圧縮に充

当し、財務体質の一層の強化を進めるとともに、事業再編に向けた戦略的投資の拡充を図ってまいりま

す。 

⑦人材の育成と活力ある職場づくり 

 社内ベンチャー制度の活性化及び計画的なジョブローテーションの促進により、若手人材の育成強化

を図るとともに、中堅人材のマネジメント力強化を進め、活力ある企業風土を創造してまいります。 

⑧企業の社会的責任（CSR）への取り組み 

 当社グループは、法令や企業倫理の遵守はもちろんのこと、品質保証・環境保全活動・情報保護に全

社を挙げて取り組んでまいります。また、文化支援や地域交流などの社会貢献活動を通じて、社会に対

する責任と義務を果たしつつ、社会全体の更なる発展に貢献してまいります。 

  

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

（２）中長期的な会社の経営戦略と会社の対処すべき課題
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４．連結財務諸表
（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当連結会計年度
(平成24年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,449 2,040

受取手形及び売掛金 3,068 ※3 2,924

有価証券 － 100

製品 30 54

仕掛品 191 186

原材料及び貯蔵品 59 55

その他 268 291

貸倒引当金 △8 △8

流動資産合計 8,059 5,643

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 ※1 4,511 ※1 4,723

減価償却累計額 △2,646 △2,751

建物及び構築物（純額） 1,864 1,971

機械装置及び運搬具 3,392 3,283

減価償却累計額 △2,959 △2,819

機械装置及び運搬具（純額） 432 463

工具、器具及び備品 696 754

減価償却累計額 △579 △628

工具、器具及び備品（純額） 117 126

土地 ※1 1,113 ※1 1,113

リース資産 73 95

減価償却累計額 △14 △31

リース資産（純額） 59 64

有形固定資産合計 3,588 3,738

無形固定資産

営業権 24 －

その他 52 66

無形固定資産合計 77 66

投資その他の資産

投資有価証券 ※1, ※2 3,906 ※1 3,641

保険積立金 313 311

前払年金費用 333 295

その他 457 292

貸倒引当金 △64 △44

投資その他の資産合計 4,946 4,496

固定資産合計 8,612 8,301

資産合計 16,671 13,945
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当連結会計年度
(平成24年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,955 ※3 1,807

短期借入金 ※1 1,911 ※1 2,351

1年内償還予定の社債 300 75

未払法人税等 17 15

賞与引当金 116 115

その他 598 638

流動負債合計 4,900 5,002

固定負債

社債 ※1 1,470 ※1 1,395

長期借入金 ※1 4,409 ※1 2,228

繰延税金負債 184 141

役員退職慰労引当金 455 461

その他 102 103

固定負債合計 6,621 4,330

負債合計 11,521 9,332

純資産の部

株主資本

資本金 2,215 2,215

資本剰余金 2,230 2,230

利益剰余金 1,486 1,108

自己株式 △393 △393

株主資本合計 5,538 5,160

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △389 △547

その他の包括利益累計額合計 △389 △547

純資産合計 5,149 4,613

負債純資産合計 16,671 13,945
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書
連結損益計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

売上高 16,044 14,457

売上原価 ※2 13,160 ※2 12,040

売上総利益 2,883 2,417

販売費及び一般管理費 ※1, ※2 2,718 ※1, ※2 2,707

営業利益又は営業損失（△） 165 △290

営業外収益

受取利息 9 6

受取配当金 85 75

貸倒引当金戻入額 － 19

物品売却益 49 49

その他 20 16

営業外収益合計 164 167

営業外費用

支払利息 212 169

その他 16 13

営業外費用合計 228 182

経常利益又は経常損失（△） 101 △306

特別利益

有形固定資産売却益 ※3 2 ※3 5

投資有価証券売却益 124 26

貸倒引当金戻入額 3 －

役員退職慰労引当金戻入額 0 －

会員権売却益 － 3

特別利益合計 131 35

特別損失

減損損失 ※4 118 ※4 76

災害による損失 ※5 1 －

固定資産除売却損 ※6 63 ※6 43

投資有価証券売却損 1 13

投資有価証券評価損 24 2

関係会社清算損 ※7 8 －

会員権評価損 － 0

特別退職金 ※8 356 －

貸倒引当金繰入額 0 0

賃貸借契約解約損 0 0

特別損失合計 575 136

税金等調整前当期純損失（△） △343 △407

法人税、住民税及び事業税 8 7

法人税等調整額 44 △35

法人税等合計 53 △28

少数株主損益調整前当期純損失（△） △396 △378

少数株主利益 － －

当期純損失（△） △396 △378
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連結包括利益計算書
(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

少数株主損益調整前当期純損失（△） △396 △378

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △674 △158

その他の包括利益合計 ※1 △674 ※1 △158

包括利益 △1,071 △536

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △1,071 △536
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（３）連結株主資本等変動計算書
(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

株主資本

資本金

当期首残高 2,215 2,215

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,215 2,215

資本剰余金

当期首残高 2,230 2,230

当期変動額

自己株式の処分 － △0

当期変動額合計 － △0

当期末残高 2,230 2,230

利益剰余金

当期首残高 1,883 1,486

当期変動額

当期純損失（△） △396 △378

当期変動額合計 △396 △378

当期末残高 1,486 1,108

自己株式

当期首残高 △393 △393

当期変動額

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 － 0

当期変動額合計 △0 0

当期末残高 △393 △393

株主資本合計

当期首残高 5,936 5,538

当期変動額

当期純損失（△） △396 △378

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 － 0

当期変動額合計 △397 △378

当期末残高 5,538 5,160
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金

当期首残高 285 △389

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△674 △158

当期変動額合計 △674 △158

当期末残高 △389 △547

その他の包括利益累計額合計

当期首残高 285 △389

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△674 △158

当期変動額合計 △674 △158

当期末残高 △389 △547

純資産合計

当期首残高 6,221 5,149

当期変動額

当期純損失（△） △396 △378

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 － 0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △674 △158

当期変動額合計 △1,071 △536

当期末残高 5,149 4,613
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書
(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純損失（△） △343 △407

減価償却費 440 409

減損損失 118 76

特別退職金 356 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △16 △19

賞与引当金の増減額（△は減少） △22 △1

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5 5

受取利息及び受取配当金 △94 △82

支払利息 212 169

投資有価証券売却益 △124 △26

投資有価証券評価損 24 2

有形固定資産売却益 △2 △5

固定資産除売却損 63 43

売上債権の増減額（△は増加） △108 144

たな卸資産の増減額（△は増加） 119 △15

未収入金の増減額（△は増加） 18 14

仕入債務の増減額（△は減少） △11 △148

前払年金費用の増減額（△は増加） 7 37

未払消費税等の増減額（△は減少） 1 6

未払費用の増減額（△は減少） △12 81

その他 139 4

小計 770 290

利息及び配当金の受取額 96 81

利息の支払額 △212 △173

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 3 △1

特別退職金の支払額 △356 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 301 197

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 200 －

有価証券の償還による収入 1 －

有形固定資産の取得による支出 △616 △661

有形固定資産の売却による収入 28 43

無形固定資産の取得による支出 △6 △33

投資有価証券の取得による支出 △5 △0

投資有価証券の売却による収入 686 140

関係会社の清算による収入 259 －

その他投資等の増加による支出 △6 △29

その他投資等の減少による収入 31 89

その他 10 3

投資活動によるキャッシュ・フロー 581 △449

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,800 －

短期借入金の返済による支出 △1,850 △30

長期借入金の返済による支出 △1,022 △1,711

社債の発行による収入 295 －

社債の償還による支出 － △300

自己株式の売却による収入 － 0

自己株式の取得による支出 △0 △0

その他 △11 △17

財務活動によるキャッシュ・フロー △788 △2,057

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 93 △2,309

現金及び現金同等物の期首残高 4,355 4,449

現金及び現金同等物の期末残高 4,449 2,140
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   該当事項はありません。 

  

１．連結の範囲に関する事項 

(1) 連結子会社の数  ２社 

連結子会社名   ミウラテック㈱、㈱ミウラクリエイト 

  

２．持分法の適用に関する事項 

(1) 持分法を適用した関連会社数 １社 

会社等の名称 ㈱レヴァンテ・インターナショナル 

  

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

  連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。 

  

４．会計処理基準に関する事項 

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券 

満期保有目的の債券   償却原価法(定額法) 

その他有価証券 

 時価のあるもの    決算日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法   

            により処理し、売却原価は移動平均法により算定しております。) 

 時価のないもの    移動平均法による原価法 

② たな卸資産 

製品、仕掛品      個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基 

            づく簿価切下げの方法） 

原材料、貯蔵品     移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下 

            に基づく簿価切下げの方法） 

  

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除く） 

定率法によっております。 

なお、平成10年４月１日以降取得した建物(建物附属設備を除く)については、定額法を採用してお

ります。主な耐用年数は以下のとおりであります。 

 建物及び構築物    20～50年 

 機械装置及び運搬具  ２～15年 

② 無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法によっております。 

なお、営業権については５年間で償却しております。 

また、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法を採

用しております。 

③ リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前

のリース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項
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(3) 重要な引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

② 賞与引当金 

従業員に対し支給する賞与に充当するため、支給見込額のうち当連結会計年度の負担額を計上して

おります。 

③ 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に

基づき計上しております。 

また、数理計算上の差異は各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定

の年数（13年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理して

おります。 

当連結会計年度末においては、年金資産額が退職給付債務見込額に未認識数理計算上の差異を加減

した額を超えているため、当該超過額を前払年金費用として計上しております。 

なお、過去勤務債務はその発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（３年）に

よる定額法により按分した額を費用処理することとしております。 

④ 役員退職慰労引当金 

役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく連結会計年度末要支給額を計上しておりま

す。 

  

(4) 重要なヘッジ会計の方法 

① ヘッジ会計の方法 

通貨スワップについて振当処理の要件を満たしているものは振当処理を、金利スワップについて特

例処理の要件を満たしているものは特例処理を行っております。 

② ヘッジ手段とヘッジ対象 

ヘッジ手段  金利スワップ、通貨スワップ 

ヘッジ対象  借入金の利息、外貨建社債 

③ ヘッジ方針 

借入金の支払利息を固定する目的で金利スワップ取引を行い、また、為替変動リスクを回避する目

的で通貨スワップ取引を行っており、ヘッジ対象の識別は個別契約ごとに実施しております。 

④ ヘッジ有効性評価の方法 

ヘッジ手段とヘッジ対象の対応関係を確認することにより行っております。 

  

(5) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能

であり、かつ、価格の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資であります。 

  

(6) その他連結財務諸表作成のための重要な事項 

消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜き方式によっております。 

  

  

 該当事項はありません。 

（７）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

三浦印刷㈱（7920）平成24年３月期　決算短信

－ 16 －



   当連結会計年度の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正により、「会計上の  

    変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会  

    計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平  

    成21年12月４日）を適用しております。 

  

※１．担保に供している資産及び担保付債務 

  

 
  

上記の担保資産に対する債務 

  

 
  

※２．関連会社に対するものは、下記のとおりであります。 

 
  

※３．期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。 

   なお、当連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、期末残高に  

   含まれております。 

 
  

（８）追加情報

（９）連結財務諸表に関する注記事項

(連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当連結会計年度 
(平成24年３月31日)

建物 716百万円 661百万円

土地 10百万円 10百万円

投資有価証券 1,210百万円 1,549百万円

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当連結会計年度 
(平成24年３月31日)

短期借入金 33百万円 33百万円

長期借入金 433百万円 400百万円

社債に対する銀行保証 1,170百万円 1,170百万円

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当連結会計年度 
(平成24年３月31日)

投資有価証券(株式） 0百万円 ―

前事業年度
(平成23年３月31日)

当事業年度 
(平成24年３月31日)

受取手形     ―    17百万円

支払手形 ―     48百万円
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※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。 

  

 
  

※２．一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費は、次のとおりであります。 

  

 
  

※３．有形固定資産売却益の内容は、次のとおりであります。 

  

 
  

※４．減損損失 

前連結会計年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日) 

当連結会計年度において、当社は以下の資産グループについて減損損失を計上しております。 

 
研修施設の売却意思決定を取締役会にて決議したことに伴い、遊休資産となります当該資産グループ

について、減損損失43百万円を計上しております。 

なお、回収可能価額は正味売却価額により測定しており、建物及び構築物については備忘価額、土地

については路線価による相続税評価額を使用しております。 

また、上記の他に駐車場事業を運営する連結子会社㈱ミウラクリエイトは、将来キャッシュ・フロー

が帳簿価額を著しく下回った営業権について、減損損失74百万円を計上しております。 

営業権減損損失の測定に使用した回収可能価額は使用価値であり、割引率は1.76％としております。

  

  （減損損失の金額） 

 
  

(連結損益計算書関係)

前連結会計年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

荷造運賃 351百万円 320百万円

役員報酬・給与諸手当 1,235百万円 1,273百万円

賞与引当金繰入額 59百万円 56百万円

退職給付費用 105百万円 116百万円

役員退職慰労引当金繰入額 9百万円 9百万円

減価償却費 168百万円 63百万円

貸倒引当金繰入額 1百万円 0百万円

前連結会計年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

60百万円 59百万円

前連結会計年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

建物及び構築物 2百万円 ―

機械装置及び運搬具 ― 5百万円

 計 2百万円 5百万円

場所 用途 種類

神奈川県足柄下郡箱根町 研修施設 建物及び構築物、工具、器具及び備品、土地

 建物及び構築物 14百万円

 工具、器具及び備品 0百万円

 土地 29百万円

 営業権 74百万円

  計 118百万円
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当連結会計年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日) 

   当連結会計年度において、投資その他の資産（その他）に含まれておりますその他の投資に 

   ついて売却の意思決定をしたことに伴い、遊休資産となります当該資産グループについて、 

   減損損失（76百万円）を計上しております。 

    なお、回収可能価額は正味売却価額により測定しております。 

  

※５．災害による損失 

      (前連結会計年度) 

  平成23年３月11日の東日本大震災の影響によるものであります。 

  

      (当連結会計年度) 

    該当事項はありません。 

  

※６．固定資産除売却損の内訳 

      (前連結会計年度)                               (単位：百万円) 

 
  

      (当連結会計年度)                (単位：百万円) 

 
  

※７．関係会社清算損 

      (前連結会計年度) 

  MIURA USA,INC．の清算による損失であります。 

  

      (当連結会計年度) 

    該当事項はありません。 

  

※８．特別退職金 

      (前連結会計年度) 

  平成22年５月７日開催の取締役会において決議された希望退職制度の実施によるものであります。

  

      (当連結会計年度) 

    該当事項はありません。 

  

項目
金額

除却 売却 計

建物及び構築物 31 ─ 31

機械装置及び運搬具 11 ─ 11

工具、器具及び備品 2 ─ 2

土地 ─ 17 17

合計 46 17 63

項目
金額

除却 売却 計

建物及び構築物 23 ─ 23

機械装置及び運搬具 3 ─ 3

工具、器具及び備品、その他 2 14 16

合計 28 14 43
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当連結会計年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日) 

※１．その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額 

     

    その他有価証券評価差額金  

     当期発生額             △137百万円    

     組替調整額              △27百万円 

    組替調整額              △27百万円 

     税効果調整前           △164百万円 

     税効果額                6百万円 

     その他有価証券評価差額金     △158百万円 

        その他の包括利益合計    △158百万円 

  

前連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

１ 発行済株式に関する事項 

   
２ 自己株式に関する事項 

   
（変動事由の概要） 

増加数の主な内訳は、次のとおりであります。 

   
３ 配当に関する事項 

 (1) 配当金支払額 

  該当事項はありません。 

 (2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

   該当事項はありません。 
  
当連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

１ 発行済株式に関する事項 

   
２ 自己株式に関する事項 

   
（変動事由の概要） 

増加数の主な内訳は、次のとおりであります。 

 
減少数の主な内訳は、次のとおりであります。 

   

(連結包括利益計算書関係)

(連結株主資本等変動計算書関係)

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 24,745,848 ― ― 24,745,848

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 1,125,669 4,316 ― 1,129,985

単元未満株式の買取りによる増加 4,316株

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 24,745,848 ― ― 24,745,848

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 1,129,985 2,287 1,950 1,130,322

単元未満株式の買取りによる増加 2,287株

単元未満株式の買増しによる減少 1,950株
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３ 配当に関する事項 

 (1) 配当金支払額 

  該当事項はありません。 

 (2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

   該当事項はありません。 

  

現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

  

 
  

前連結会計年度 

１．その他有価証券 （平成23年３月31日） 
  (単位 百万円) 

 
(注) 非上場株式（連結貸借対照表計上額104百万円）は、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積るこ

となどができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、上表の「その他有価証券」には含めて
おりません。なお、非上場株式については、当連結会計年度において4百万円減損処理を行っております。 

  

２．当連結会計年度中に売却したその他有価証券 （自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

                                                                                 (単位 百万円) 

 
  

３．減損処理を行った有価証券 （自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

当連結会計年度において、その他有価証券で時価のある株式について24百万円減損処理を行っており
ます。 
 なお、下落率30％以上50％未満の株式については、当社グループの判定基準に従って、回復可能性が
ないと判断したものについては減損処理を行っております。 

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前連結会計年度
(自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日)

現金及び預金 4,449百万円 2,040百万円

３ヵ月以内に償還期限の到来する
有価証券

― 100百万円

現金及び現金同等物 4,449百万円 2,140百万円

(有価証券関係)

種類
連結貸借対
照表計上額

取得原価 差額

連結貸借対照表計上額が取得原価を 
超えるもの

株式 1,462 1,186 276

その他 101 100 1

小計 1,564 1,286 278

連結貸借対照表計上額が取得原価を 
超えないもの

株式 2,208 2,864 △655

その他 26 32 △6

小計 2,235 2,896 △661

合計 3,799 4,183 △383

種類 売却額 売却益の合計額 売却損の合計額

株式 686 124 1
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当連結会計年度 

１．その他有価証券 （平成24年３月31日） 
  (単位 百万円) 

 
(注) 非上場株式（連結貸借対照表計上額73百万円）は、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積るこ 

となどができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、上表の「その他有価証券」には含めて
おりません。なお、非上場株式については、当連結会計年度において2百万円減損処理を行っております。 

  

２．当連結会計年度中に売却したその他有価証券 （自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

                                                                                 (単位 百万円) 

 
  

３．減損処理を行った有価証券 （自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度において、その他有価証券で時価のある株式の減損処理は行っておりません。 
 なお、下落率30％以上50％未満の株式については、当社グループの判定基準に従って、回復可能性が
ないと判断したものについては減損処理を行っております。 

  

種類
連結貸借対
照表計上額

取得原価 差額

連結貸借対照表計上額が取得原価を 
超えるもの

株式 1,345 1,121 223

その他 100 100 0

小計 1,445 1,221 224

連結貸借対照表計上額が取得原価を 
超えないもの

株式 2,095 2,860 △765

その他 24 30 △6

小計 2,119 2,891 △771

合計 3,565 4,112 △547

種類 売却額 売却益の合計額 売却損の合計額

株式 140 26 13
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  前連結会計年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日) 

１．採用している退職給付制度の概要 

当社及び連結子会社は、退職給付制度として主に規約型確定給付企業年金を採用しております。 

  

２．退職給付債務に関する事項 

 
  

３．退職給付費用に関する事項 

 
  

４．退職給付債務等の計算の基礎に関する事項 

 
  

  当連結会計年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日) 

１．採用している退職給付制度の概要 

当社及び連結子会社は、退職給付制度として主に規約型確定給付企業年金を採用しております。 

  

２．退職給付債務に関する事項 

 
  

(退職給付関係)

(1)退職給付債務 △2,324百万円

(2)年金資産 1,547百万円

(3)未認識過去勤務債務 0百万円

(4)未認識数理計算上の差異 1,109百万円

(5)前払年金費用 333百万円

(6)退職給付引当金 ―

(1)勤務費用 155百万円

(2)利息費用 56百万円

(3)期待運用収益 △69百万円

(4)過去勤務債務の費用処理額 0百万円

(5)数理計算上の差異の費用処理額 74百万円

(6)退職給付費用 215百万円

(1)退職給付見込額の期間配分方法 期間定額基準

(2)割引率 1.6％

(3)期待運用収益率 3.5％

(4)過去勤務債務の額の処理年数 3年

(5)数理計算上の差異の処理年数 13年

翌連結会計年度より費用処理

(1)退職給付債務 △2,293百万円

(2)年金資産 1,595百万円

(3)未認識過去勤務債務 0百万円

(4)未認識数理計算上の差異 993百万円

(5)前払年金費用 295百万円

(6)退職給付引当金 ―
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３．退職給付費用に関する事項 

 
  

４．退職給付債務等の計算の基礎に関する事項 

 
  

     該当事項はありません。 

  

   該当事項はありません。 

  

   該当事項はありません。 

  

  

(1)勤務費用 121百万円

(2)利息費用 37百万円

(3)期待運用収益 △54百万円

(4)過去勤務債務の費用処理額 0百万円

(5)数理計算上の差異の費用処理額 119百万円

(6)退職給付費用 224百万円

(1)退職給付見込額の期間配分方法 期間定額基準

(2)割引率 1.6％

(3)期待運用収益率 3.5％

(4)過去勤務債務の額の処理年数 3年

(5)数理計算上の差異の処理年数 13年

翌連結会計年度より費用処理

(ストック・オプション等関係)

(企業結合等関係)

(資産除去債務関係)
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１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

当社は、製品・サービス別に製造販売体制を置き、取り扱う製品・サービスについて国内市場における

包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

従って、当社は製造販売体制を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、「印刷事

業」及び「駐車場事業」の２つを報告セグメントとしております。 

「印刷事業」は、各種の製版、印刷、製本加工並びにその製品の販売をしております。「駐車場事業」

は、時間貸し駐車場の運営、駐車場機器のレンタルをしております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市

場実勢価格に基づいております。 

  

３  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

  

(単位：百万円) 

 
（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおりま

す。 

  

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

前連結会計年度(自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日)

報告セグメント その他 
(注)

合計
印刷事業 駐車場事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 13,988 2,038 16,026 18 16,044

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

1 ― 1 ― 1

計 13,989 2,038 16,027 18 16,045

セグメント利益又は損失(△) 126 38 165 △3 162

セグメント資産 15,298 407 15,705 965 16,671

その他の項目

  減価償却費 293 136 430 10 440

 持分法適用会社への投資額 ― ― ― 5 5

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額

92 79 172 525 698
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(単位：百万円) 

 
（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおりま

す。 

  

４  報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事

項) 
(単位：百万円) 

 
  

(単位：百万円) 

 
  

(単位：百万円) 

 
  

(単位：百万円) 

   

当連結会計年度(自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日)

報告セグメント その他 
(注)

合計
印刷事業 駐車場事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 12,601 1,767 14,369 88 14,457

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

2 ― 2 1 4

計 12,604 1,767 14,372 89 14,462

セグメント利益又は損失(△) △401 90 △311 13 △297

セグメント資産 12,646 410 13,056 889 13,945

その他の項目

  減価償却費 277 63 340 68 409

 持分法適用会社への投資額 ― ― ― 5 5

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額

498 81 579 ― 579

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 16,027 14,372

「その他」の区分の売上高 18 89

セグメント間取引消去 △1 △4

連結財務諸表の売上高 16,044 14,457

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 165 △311

「その他」の区分の利益又は損失（△） △3 13

セグメント間取引消去 3 7

連結財務諸表の営業利益又は営業損失（△） 165 △290

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 15,705 13,056

「その他」の区分の資産 965 889

連結財務諸表の資産合計 16,671 13,945

その他の項目
報告セグメント計 その他 調整額 連結財務諸表計上額

前連結 
会計年度

当連結 
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結 
会計年度

前連結 
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 430 340 10 68 － － 440 409

持分法適用会社への 
投資額

－ － 5 5 △4 △5 0 －

有形固定資産及び 
無形固定資産の増加額

172 579 525 － － － 698 579
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前連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

１  製品及びサービスごとの情報 

  セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 
  

２  地域ごとの情報 

(1) 売上高 

   本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。 
  

(2) 有形固定資産 

   本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。 
  

３  主要な顧客ごとの情報 

 
  

当連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日) 

１  製品及びサービスごとの情報 

  セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 
  

２  地域ごとの情報 

(1) 売上高 

   本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。 
  

(2) 有形固定資産 

  本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。 
  

３  主要な顧客ごとの情報 

 
  

前連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

 
  

当連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日) 

 
  

(関連情報)

(単位：百万円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

株式会社三越 4,474 印刷事業

(単位：百万円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

株式会社三越伊勢丹通信販売 1,994 印刷事業

株式会社三越伊勢丹 1,903 印刷事業

(報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報)

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 全社・消去 合計

印刷事業 駐車場事業 計

減損損失 43 74 118 ― ― 118

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 全社・消去 合計

印刷事業 駐車場事業 計

減損損失 76 ― 76 ― ― 76
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前連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

   該当事項はありません。 

当連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日) 

   該当事項はありません。 

  

  前連結会計年度(自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日) 

該当事項はありません。 

  当連結会計年度(自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日) 

該当事項はありません。 

  

  

１株当たり純資産額並びに１株当たり当期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。 

  

 
  

 
  

    該当事項はありません。 

  

(報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報)

(報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報)

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当連結会計年度
(平成24年３月31日)

１株当たり純資産額 218.07円 １株当たり純資産額 195.35円

前連結会計年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

１株当たり当期純損失金額 16.79円 １株当たり当期純損失金額 16.03円

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。 

（１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎）

 連結損益計算書上の当期純損失     396百万円

 普通株式に係る当期純損失       396百万円

 普通株式に帰属しない金額の主要な内訳

  該当事項はありません。

 普通株式の期中平均株式数      23,618,037株

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。 

（１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎）

 連結損益計算書上の当期純損失     378百万円

 普通株式に係る当期純損失       378百万円

 普通株式に帰属しない金額の主要な内訳

  該当事項はありません。

 普通株式の期中平均株式数      23,615,343株

(重要な後発事象)
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５．個別財務諸表
（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当事業年度
(平成24年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,242 1,873

受取手形 182 167

売掛金 2,858 2,730

有価証券 － 100

製品 30 54

仕掛品 191 185

原材料及び貯蔵品 57 53

前払費用 64 66

未収入金 33 5

その他 41 152

貸倒引当金 △8 △8

流動資産合計 7,694 5,381

固定資産

有形固定資産

建物 3,941 4,146

減価償却累計額 △2,171 △2,262

建物（純額） 1,770 1,883

構築物 145 143

減価償却累計額 △100 △106

構築物（純額） 44 36

機械及び装置 3,194 3,086

減価償却累計額 △2,790 △2,648

機械及び装置（純額） 403 438

車両運搬具 14 14

減価償却累計額 △13 △13

車両運搬具（純額） 1 0

工具、器具及び備品 580 590

減価償却累計額 △480 △515

工具、器具及び備品（純額） 99 75

土地 964 964

リース資産 8 8

減価償却累計額 △2 △4

リース資産（純額） 5 3

有形固定資産合計 3,289 3,403

無形固定資産

借地権 5 5

ソフトウエア 33 44

ソフトウエア仮勘定 － 3

電話加入権 10 10

無形固定資産合計 48 63
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当事業年度
(平成24年３月31日)

投資その他の資産

投資有価証券 3,906 3,641

関係会社株式 189 189

長期貸付金 5 3

長期前払費用 2 0

差入保証金 30 19

保険積立金 313 311

会員権 220 189

前払年金費用 333 295

その他 170 56

貸倒引当金 △64 △44

投資その他の資産合計 5,107 4,664

固定資産合計 8,446 8,130

資産合計 16,140 13,512

負債の部

流動負債

支払手形 1,100 958

買掛金 858 859

1年内償還予定の社債 300 75

1年内返済予定の長期借入金 1,625 2,121

リース債務 1 1

未払金 22 17

未払費用 211 265

未払法人税等 16 13

未払消費税等 5 9

前受金 0 8

預り金 25 26

賞与引当金 92 92

設備関係支払手形 298 231

その他 2 1

流動負債合計 4,562 4,684

固定負債

社債 1,470 1,395

長期借入金 4,259 2,138

リース債務 3 2

繰延税金負債 184 141

役員退職慰労引当金 451 461

その他 55 55

固定負債合計 6,424 4,194

負債合計 10,987 8,878
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当事業年度
(平成24年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,215 2,215

資本剰余金

資本準備金 554 554

その他資本剰余金 1,676 1,676

資本剰余金合計 2,230 2,230

利益剰余金

その他利益剰余金

土地圧縮積立金 47 51

償却資産圧縮積立金 13 13

別途積立金 2,315 2,315

繰越利益剰余金 △887 △1,252

利益剰余金合計 1,489 1,128

自己株式 △393 △393

株主資本合計 5,541 5,180

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △389 △547

評価・換算差額等合計 △389 △547

純資産合計 5,152 4,633

負債純資産合計 16,140 13,512
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（２）損益計算書
(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

売上高

製品売上高 13,967 12,664

売上原価

製品期首たな卸高 94 30

当期製品製造原価 11,612 10,726

製品期末たな卸高 30 55

たな卸資産評価損 △9 △0

売上原価合計 11,667 10,701

売上総利益 2,299 1,963

販売費及び一般管理費 2,191 2,299

営業利益又は営業損失（△） 108 △335

営業外収益

受取利息 10 6

受取配当金 85 75

受取賃貸料 32 37

貸倒引当金戻入額 － 19

物品売却益 49 49

その他 16 12

営業外収益合計 195 200

営業外費用

支払利息 165 127

社債利息 35 33

その他 11 6

営業外費用合計 213 168

経常利益又は経常損失（△） 90 △303

特別利益

有形固定資産売却益 2 5

投資有価証券売却益 124 26

会員権売却益 － 3

貸倒引当金戻入額 2 －

役員退職慰労引当金戻入額 0 －

特別利益合計 129 35

特別損失

減損損失 43 76

災害による損失 1 －

固定資産除売却損 55 30

投資有価証券売却損 1 13

投資有価証券評価損 24 2

関係会社株式評価損 4 0

関係会社清算損 8 －

特別退職金 356 －

会員権評価損 － 0

貸倒引当金繰入額 0 0

特別損失合計 496 123

税引前当期純損失（△） △276 △390

法人税、住民税及び事業税 7 6

法人税等調整額 △3 △35

法人税等合計 3 △29

当期純損失（△） △279 △361
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（３）株主資本等変動計算書
(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

株主資本

資本金

当期首残高 2,215 2,215

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,215 2,215

資本剰余金

資本準備金

当期首残高 554 554

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 554 554

その他資本剰余金

当期首残高 1,676 1,676

当期変動額

自己株式の処分 － △0

当期変動額合計 － △0

当期末残高 1,676 1,676

資本剰余金合計

当期首残高 2,230 2,230

当期変動額

自己株式の処分 － △0

当期変動額合計 － △0

当期末残高 2,230 2,230

利益剰余金

その他利益剰余金

土地圧縮積立金

当期首残高 47 47

当期変動額

圧縮積立金の積立 － 4

当期変動額合計 － 4

当期末残高 47 51

償却資産圧縮積立金

当期首残高 14 13

当期変動額

圧縮積立金の積立 － 1

圧縮積立金の取崩 △0 △0

当期変動額合計 △0 0

当期末残高 13 13

別途積立金

当期首残高 2,315 2,315

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,315 2,315

繰越利益剰余金

当期首残高 △608 △887

当期変動額

圧縮積立金の積立 － △5

圧縮積立金の取崩 0 0

当期純損失（△） △279 △361

当期変動額合計 △279 △365

当期末残高 △887 △1,252
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(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

利益剰余金合計

当期首残高 1,769 1,489

当期変動額

圧縮積立金の積立 － －

圧縮積立金の取崩 － －

当期純損失（△） △279 △361

当期変動額合計 △279 △361

当期末残高 1,489 1,128

自己株式

当期首残高 △393 △393

当期変動額

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 － 0

当期変動額合計 △0 0

当期末残高 △393 △393

株主資本合計

当期首残高 5,822 5,541

当期変動額

当期純損失（△） △279 △361

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 － 0

当期変動額合計 △280 △361

当期末残高 5,541 5,180

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

当期首残高 285 △389

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △674 △158

当期変動額合計 △674 △158

当期末残高 △389 △547

評価・換算差額等合計

当期首残高 285 △389

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △674 △158

当期変動額合計 △674 △158

当期末残高 △389 △547

純資産合計

当期首残高 6,107 5,152

当期変動額

当期純損失（△） △279 △361

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 － 0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △674 △158

当期変動額合計 △955 △519

当期末残高 5,152 4,633
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